





























  成長期の女子における '顎外力" の顎顔面部に対する整形効果について, もたらされた変化の
 軌跡と, 治療開始時期の整形効果に及ぼす影響という2っの観点から本研究を行なった。 資料は,
 治療前i2ヵ月より治療24ヵ月に至るまで, ほぼ6カ月 ごとに採取された3才か ら12才の女子 44名
 の側面頭部X線規格写真である。
  得 られた成 績は次のようであっ た。
  1) 顎外力作用開始後, 計測点 Me の軌跡に二度の変曲点が見られた。 最初の変曲点は顎外力
   の作用開始と一致 してみられ, 計測点 瓢e の移動方向はそれまでの前下方方向から後下方方
   陶へと変化 した。 二痩目の変曲点は顎外力作用娼カ月以内にみられ, 移動方向は後下方から
  下方へと変わっ た。
  2) 計濁点 Me の前方成長は後方へ変化 したが, その後方移動量は高年令群になるほど小さか
   つた。 時に9～12才群は3～5才, 6～8 才群より小さかった。
  3) 計測点 Me の下方成長は抑制された。
  4) 下顎骨の大きさの成長抑制が認められたが, 下顎枝高, 下顎骨体長に比較して, 下顎骨長
  が最も大きな抑制を受けた。
  5) これらの大ぎさの成長抑制は, 9才以後では下顎骨長にのみ認め られ, またその効果は3
  ～8才のそれに.比較して遙かに小さかった0
  6) 下顎角, 下顎歯槽基底角は顎外力により著しい減少を示した。
  7) 逆被蓋改善時が前歯交換期に一致 していた6～8才群は, 逆被蓋改善に伴う顕著な後下方
  回転は示さなかった0
  8) 年令の高い9～i2才群での顎関係の改善は, 3～5才, 6～8才群ほど有効ではなかっ
  た0
  9) 顎外力による整形効果は, 作用開始6ヵ月間で最も大ぎく, その後は漸次減少する傾向に
   あった。
 鉛) 前歯部の逆被蓋改善前後での上顎骨の成長量には差は認められなかった。
  以上の結果より, 顎外力は下顎骨の形, 大きさ, 位置に変化をもたらすものであり, 加えてそ
 の効果は, 作胴期間を通じて一様ではなく, 初期でより腐効であると結論づけられた。 さらにこ
 れらの整形効果は思春期性成長期以前において大きいことから, チンキャッ プの適用は思春期 性
 成長期以前に行なう方が望ま しいと考え られ る。
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審査結果要旨
 本研究ぱ, 成長力の旺盛な段階での顎顔面の成長パターγを変えることを目的と した チ γ・キ
 ャッ プ装置の整形効果についての研究報告であ る。 3才Hカ月から12才8 ヵ月にわたる女子 44名
 の, 治療前12ヵ月より治療開始後璽ヵ月に至るまでほぼ6ヵ月ごとに採取された側面頭部X 線規
 格写真を用 いて, もたらされた顎顔面変化の軌跡及び治療開始時期と整形効果と の関係について
 詳細な検討を行い, 次のような成績を得た。
 (1) 下顎骨の大きさの成長抑制が認められた。 特に, それは下顎骨長において著しかった。
 (2) 下顎角の減少, 下顎結合部の舌側傾斜が認められた。
 (3) 下顎骨の後方変位は, 上下顎骨の前後的改善に大きく関与 していた。
 (垂) これらの変化は異った年齢での治療群で比較検討の結果, 低年齢群ほど効果的であった。
 (5) 顎外力による整形効果は, 作用開始6カ月間で最も大きく, その後は減少する傾向にあっ
  た。
 以上の結果か ら, chin cup は顎顔面領域の異常改善のために有効な手段であ り, かっ, 思春
 期性成長期以前の低年齢群において行うのが望ま しいと結論づけている。 これ らの所見は, 従来,
 単に顎顔面のどの部位に変化が生 じるかを論 じた研究に比較 して, 効果的な時期の確認に有効な
 清報を提供するものであ り, 今後の骨格系反対咬合の治療に大きく貢献するものであ る。
 以上のことか ら, 本研究は歯学博士の学位授与に価するものと判断す る。
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